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17 ／ 3 1 0 0 1 17 DNP 0 0 0 0 0
18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0
監督 0 監督 0
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ＦＴ 反則 選　手　名　前

尼崎中央
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松本　莉奈
廣田　有優美

上田　美貴
田中　杏実

白石　智子
難波　文里
関谷　陽月

(愛媛県)

【戦評記入者】
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２Ｐ
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番号

鳥養　美宇　
齋藤　真里奈　

埼玉県中学校体育連盟　バスケットボール専門部

　近畿代表尼崎中央（兵庫）と四国代表新居浜東（愛媛）の予選リーグ。両チームのスタートメンバーのうち
161cmが最高身長という、小柄なチーム同志の対戦となった。１Q尼崎中央はオールコートマンツーマン、対する
新居浜東はオールコートマンツーから積極的にダブルチームを仕掛ける、共に激しいDefで試合の主導権を握ろう
とする。その中、新居浜東は＃４を中心にドライブ、3Pと果敢に攻め、6点を先取する。一方尼崎中央は激しい
Defに対して攻撃のリズムがつかめない。開始3分、尼崎中央はタイムアウト。落ち着きを取り戻し＃４のリバウ
ンドシュート、ドライブインで反撃を開始する。その後新居浜東も＃４の3Pなどで加点。13-25で１Q終了。２Q、
早く追いつきたい尼崎中央は＃１６、＃４の連続ゴールで幸先の良いスタートを切り、Defリバウンドから切り換
えの早い攻撃で流れをつかもうとする。対する新居浜東も＃４、＃８のシュートで確実に加点していく。31-39と
新居浜東がリードを守って２Q終了。
　３Q、攻守が激しく入れ替わる目の離せない展開が続く。終了間際、新居浜東は相手の一瞬の隙をついてプレス
からボールを奪い、４連続ゴールで一気に突き放し42-59で４Qへ。速攻、１対１、３Pで追いすがる尼崎中央に対
し、走力の衰えを見せない新居浜東は全員で得点を重ね、55-78で予選リーグ1勝と決勝トーナメント進出を決め
た。全国大会の大舞台で＃４を中心に自分たちのチームスタイルを崩さず、走りぬいて戦った尼崎中央の粘りを
讃えたい。
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http://saitama.japanbasketball.jp/zenchu/index.html

